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和歌山県紀北地方にみられる伝統的な方言使用の
　減少について
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編集後記　
本号に投稿してくださった会員の御研鑽と、本会の運営委員な
らびに査読協力者の御尽力により、ここに『言語の研究』第４号を発行することができた。衷心より御礼を申し上げる。　
本号の編集の経緯は次のとおりである。本号には、学術論文と
して五件の投稿があり、五件が査読の対象となった。五件のうち一件が査読委員によ を経て「採用」とな 二件が「修正採用」 、二件が「再投稿」となった。二件 「再投稿」は、投稿者による改稿の後に再 され、これを受理した。この再査読の結果、一件が「修正採用」 、一件が残念な ら「不採用」となった。　
また、投稿者より中国語で執筆された論文の投稿があった。編
集規定では投稿論文の使用言語についての規定 なかった め、運営委員会 以下の対応をした。まず こ 投稿については、当該投稿論文の日本語版での査読を行い、最終的に「修正採用」の結果が出た時点 、中国語母語話者の査読者 中国語版の投稿論文の査読を改めて行い、 「採用」に至った。　
御多用中のところ、査読・再査読を快くお引き受け下さった先
生がたには改めて御礼を申し上げます。　
会員の優れた学術論文を学界に広めるために、本誌が少しでも
お役に立つことができれば、会として幸いである。会員 皆様は奮って玉稿の御投稿を賜わりたい。
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